『ウエルカム弁護士マーケティング』は、弁護士が稼ぐためのマーケティングノウハウに特化した本です。
稼ぐためのノウハウですので、読んでいて嫌な気持ちになることもありますが、その点はご了承ください。
第1巻では『クレジットカード決済で稼ぐ方法』に関してお話しします。10分程度で読める内容となっています。隙間時間に気軽に読んでください。

弁護士報酬のクレジットカード決済に対し、日弁連が平成4年に会員の弁護士に自粛するように要請していることを私は知っています。
ただし平成21年に日弁連は、クレジットカード決済における懲戒処分の対象となる3つの例を示し、クレジットカード決済を行うこと自体では懲戒処分とならないことを表明しました。
ですから私は懲戒処分の対象となるような行為を行わなければ、弁護士報酬のクレジットカード決済は可能だと考え話を進めます
まず、あなたは東京弁護士会内の任意団体である法友会が発刊した『揺るぎない司法の確立へ：弁護士自治の真価が問われる時代』（平成30年）を読んだことがありますでしょうか。
第3部第2-6「弁護士報酬支払いのクレジットカード利用と懲戒問題」の最後に、「今後はこのガイドラインに沿った運用に注意をした上で、現代では必要不可欠な支払手段となったカードの弁護士報酬への利用も積極的に利用し、利用者の利便性の向上と弁護士業務の健全性の調和を図っていくべきである。」と書かれています。
つまり懲戒処分の対象とならないようにガイドラインに沿った運用を行うことで、弁護士報酬のクレジットカード払いを積極的に利用しようと書かれているのです。
　クレジットカード決済（以後カード決済といいます）は、利用者の利便性を考えれば当然と思います。
■クレジットカードが使える店と使えない店

クレジットカードが使える店と使えない店、どちらがお客にとって利便性が高いと思いますか？
弁護士報酬の支払いならどっちも一緒！　などと思いませんでしたか。
また、カード決済を始めた弁護士の話だとあまりカード決済する客はいないという話だった。カード決済できなくても不便を感じていない。などと思いませんでしたか。

そんなことを思った方は、稼ぎたいノウハウを学ぶのであれば、まずはそのような思考の停止はやめてください。
弁護士は特別、企業相手だからカード決済は不要、そう短絡的に考え思考を止めるのはやめてください。
いまや病院でもカード決済できますし、カード会社のＣＭをみれば企業決済もコーポレートカードで決済するのが当たり前の時代になることがわかると思います。
ある美容クリニックの社長は、億の取引をカード決済し数百万ポイントを貯めた、とテレビで話していました。
私の知り合いの中小企業のオーナーなども、カード決済で結構ポイントを貯めている人がいます。
世界情勢をみてもカード払いが普及するのは目に見えています。
■先にやるか後からやるか

カード払いが普及するのはわかる、それなら普及してからカード決済できるようにしたらいいんじゃないか！　と思いませんでしたか？　そんなこと考えていたら稼げると思いますか？

人より先にやるから稼げるんです。
私は法を犯して稼げと言っているのではありません。しかしリスクを取らずに稼ごうと思っても稼げるものではありません。
私がコンサルした弁護士で稼いでいる人は、少なからずリスクを取っています。
ひとより先にカード決済するくらいのリスクが取れないでどうしますか。
私がネットで調査した限りでは（平成30年12月13日）、カード決済可能な法律事務所は全国で50もありませんでした。弁護士白書2018年版によると法律事務所の数は16,720ですので、カード決済できる法律事務所は0.3%ほどしかありません。
いまカード決済に参入すれば、その0.3%に入れるのです。逆に言えば、0.3%しか参入していない分野でマーケティングができるのです。このことは非常に大きな意味を持ちます。
しかもカード決済を戦略的に活用している法律事務所はごくわずかです。
いま戦略的にカード決済を導入すれば、稼げるようになる可能性が高いです。
■ネットで広める
私が作った『弁護士費用のクレジットカード決済可能な法律事務所一覧（https://www.bengoshihiyo.com/creditcard/）』を見たことがありますか。
　これは私が調べたカード決済可能な法律事務所一覧のページです。
公開一週間で304のアクセスがありました。地域やサイト内容にもよりますが1000アクセスで1件受任と考えると、このページは月1件受任できるページと言えます。
　となると、このページに価値が出てきます。
　しかもカード決済が可能な法律事務所を調べたサイトは皆無で、ネットに公開したのは私が最初でした。ですので、ページを公開してひと月も経たずに『弁護士費用　クレジットカード』と検索すると、トップページに表示されるようになりました。
　するとますますこのページに価値が出てきます。2019年は政府の後押しもありカード決済元年になると私は思っています。
　いままで弁護士費用のカード決済が禁止されていると思っていたマスコミが、弁護士費用のカード決済ができることを知れば、面白いニュースネタとして報道してくれるかもしれません。
　そういうことも考え、私は先回りしてこのページを作ったのです。

　私は広告収入を期待してこのページを作ったわけではありませんが、ネットの世界には自分のサイトにアクセスを集め広告費を稼いでいる人がたくさんいます。
　事実、弁護士検索サイトのほとんどが広告収入で成り立っています。
　2019年はクレジットカードが話題になります。『弁護士費用　クレジットカード』の検索数も増えるでしょう。
となると、広告収入を狙ってカード決済可能な法律事務所のデータを整理し、同じようなページを作る人が現れてきます。
　するとあなたは、苦労することなくそのページに掲載してもらうことが可能になるのです。
　さらに、『マイルが貯まる弁護士一覧』『ポイントが貯まる法律事務所検索』などといったサイトも現れるかもしれません。
　日弁連のガイドラインによれば、弁護士が「マイルが貯まる」「ポイントが貯まる」などカード決済の特典を、お客を誘引する目的で使用してはならないと思います。
　ただし、その弁護士と関係のない第三者がカード決済できる法律事務所のデータを整理し、『マイルが貯まる弁護士一覧』などのサイトを公開した場合はどうでしょう。
　弁護士検索サイトの中にもカード決済できる法律事務所が検索できるような仕組みを作り、それを売りにするサイトも出てくるかもしれません。
　またカード決済を可能としSEO対策をしておけば、『弁護士費用　クレジットカード　名古屋』の検索に対し上部に表示させることも可能になるでしょう。
そうすることでカード決済なら○○法律事務所と地域のお客に浸透させることが可能となるのです。
ですからお客のために、他社に先駆けページを用意しておくことは重要なことなのです。
　後手を踏めば踏むほどSEO対策も大変になりますし、検索順位を上げることは難しくなります。
■どのカード会社を使うか
　この記事は2018年12月30日に書いています。その時点で私が調べた結果、カード決済は『楽天ペイの実店舗決済』がよいかと思います。
　第一の理由は代理店を通さずネットから直接申し込みできる点です。そのため決済手数料が3.24%からとお安いです。
　第二の理由は、カードリーダーが18,800円と安い点です。

　つまり初期費用18,800円でカード決済が導入できるのです。
　正確にはカードリーダーをスマホに接続してカード決済を行うことになりますので、スマホが無い場合には、格安スマホで結構ですが別途スマホを契約する必要があります。
　
スマホにかかる料金は、楽天モバイルなら数万円の機種代と月額1,480円が必要となりますが、それでもかなりお安くカード決済が導入できます。
　楽天ペイでお申し込みする方は、楽天ペイのサイトを開くとお申し込みできますので、ネットで楽天ペイを検索しお申し込みされるとよいかと思います。
　また、カード決済可能になりましたら、私にお知らせください。あなたの法律事務所のホームページにカード決済可能なことが明記されているのが確認できれば、私の『弁護士費用のクレジットカード決済可能な法律事務所一覧』のページであなたの法律事務所のサイトをご紹介いたします。
■手数料のマイナス分をどうするか
　カード決済の場合、手数料分だけ粗利が減ります。粗利の少ない個人の商店などは、決済手数料分だけ粗利が減ることを嫌がりカード決済を導入しない店があります。
　しかし弁護士の場合、粗利が高いですので決済手数料の負担はそれほど大きくないと思います。
　それでも粗利が減るのが嫌な場合は、弁護士報酬を高めに見直しても構わないと思います（弁護士報酬を他社より高めに設定する価格戦略は別巻でお話しします）。
　いずれにしましても、ほんの数パーセントですから、決済手数料分粗利が減るなどと後ろ向きに考えず、カード決済を導入した方がマーケティング的にはよいと思います。
■自分はカード決済導入しても

　これは全ての戦略を通して言えることですが、カード決済を始めると同業他社から「どうなの？」と聞かれることがあると思います。
　その際、正直に答える必要はありません。聞いてくる人は、あなたが上手くいっていれば自分も導入しようと考えているのです。
　その地域では自分だけがカード決済を導入していて、他社が導入していない方が都合がよいです。
上手くいっていても、「手間がかかって大変です」「手数料分、売上減って大変です」「カード利用者なんてほとんどいませんよ」などとてきとうに答えておくことをお勧めします。
　小さな市場であればあるほど競争相手は少ない方がよいのです。
■ハイクラスを狙う
　私が昔セミナーをした時の話です。そのセミナーの最後に参加者に対し「この場でご契約いただければ…」と30万円弱のコンサルサービスを販売しました。
　結果的に7名の弁護士の方がご契約してくれたのですが、全員その場でクレジットカード決済してくれました。
　実はお申し込みはその場で後日お振込みという申し込み方法もあったのですが、全員カード決済したのです。弁護士ですので30万円くらいカードで支払うのはわけないのかもしれませんが、ちょっと考えてみてください。
　例えば相談者が医者など高額所得者の場合、その場で契約して着手金をカード決済できるのと、契約だけで後ほどお振り込みの場合、どちらが店にとって有利でしょうか？
　ビジネス的にはお客の気持ちが変わらないうちにその場で決済できる方が有利ですし、おそらく高額所得者でカードの利用限度額が数百万円という人は、カード払いできないの、振り込み面倒、と不満に思うかもしれません。
　そもそも東京の青山などでは数十万円のお買い物をカード決済している人が数多くいます。『うちの事務所はカード決済ができる』というのは差別化に役立つと思います。
　地方でも同じです。医者、中小企業のオーナーや二代目三代目の若手社長などカード払いが当たり前の層があります。
　カード決済をハイクラスの顧客獲得に使う戦法もあります。カード決済はただ単に行うのではなく、戦略的に導入してください。
　ハイクラスだけでなく、小口でも顧問契約などをカード決済できるようにすると、小口の顧問契約などもとりやすくなります。
　いずれにしましても他社が躊躇している今だからこそ、カード決済を導入しやれることがありますので、他社に先駆けカード決済を導入することをお勧めします。
　第２巻では『無料相談で稼ぐ』という話をしたいと思います。
　無料相談は今では当たり前の手法ですが、無料相談で稼げる弁護士もいれば無料相談で稼げない弁護士もいます。
　無料相談で稼ぐ方法を話します。
　この本は稼ぐためのノウハウを提供することを目的に書いていますので、通常の本と比べ価格は高くなっています。
　価格は高いですが、価格以上の情報価値はあると思います。

では、第2巻でもお会いできることを楽しみにしております。
『ウエルカム弁護士マーケティング（第1巻）』をお買い上げいただきありがとうございます。
弁護士マーケティング研究会
代表　遠藤　啓慈
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